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Ⅰ 令和３年度学校経営の構想

１ 学校の沿革
本校は，平成４年４月，船川中学校と椿中学校との統合により，男鹿南中学校として誕生

した。新校舎は斬新なデザインで，教室棟には学年集会が開けるオープンスペースを備える

など豊かな学習環境を誇っていた。創立当時は１４学級５００名余りの生徒が学ぶ学校であ

った。翌年に体育館やグラウンド，野球場が完成し，教育環境が格段に充実した。平成１３

年には，男鹿中中学校と統合し，学区は男鹿中地区から門前地区にかけての広範囲となった。

令和４年度に創立３０周年を迎えることとなるが，生徒数は１００名程度の規模にまで縮

小している。しかし，地域の基幹校としての期待と誇りには根強いものがあり，新しい時代

に即した学校づくりが求められる。

２ 学校経営の基本方針
（１）学習指導要領，県学校教育の指針，市学校教育の基本方針等の趣旨を踏まえるとともに，

コミュニティ・スクールとして，地域の願いに応える人財育成に資する経営

（２）生徒の声を聞き，生徒を前面に出し，将来のよき社会人やリーダーとして社会に貢献する

ために必要となる世の中に通用する力を育む経営

（３）地域の基幹校としての誇りと自負をもち，チーム南中として職員総和による生徒・教師・

地域がともに成長する学校づくり

３ 学校教育目標等

【校 訓】 「自 彊 不 息」（みずからつとめてやまず）

【教育目標】「夢をもち 仲間とともに 未来を切り拓く 生徒の育成」

現代は，予測が困難であり絶えず変化している厳しい挑戦の時代と言われている。生きる

力を身に付けた人財を育成するためには，学校のあらゆる教育活動を通して，生徒，教職員
．

をはじめ学校にかかわる全ての人間が共通の目標の実現を目指すことが必要である。特に学

校の主人公である生徒自身が目標を自分ごととして意識することが大切である。

校訓の「自彊不息」は，本校創立以来受け継がれている教えで，「自らを鍛えることを惜

しまない精神を持ち続ける」という願いを込め平成５年に定められた。

今年度，教育目標を「夢をもち 仲間とともに 未来を切り拓く 生徒の育成」と改めた。

「夢をもち」はキャリア教育の視点として求められている生徒が将来の夢や希望を目指して

取り組もうとする態度の育成を意味している。また，「仲間とともに」は，互いの立場や考

えを尊重し合い，社会の一員として他者と協働しながら生きていくことができる開かれた心

の育成，心の教育の充実につながるものであり，「未来を切り拓く」は，生涯学び続け，自

己の生き方を探求する基礎となる学力を身に付け，自らの志や目標の実現に向かって，積極

的に，かつ粘り強く努力し続けようとする生徒を育成したいという願いを込めている。

また，男鹿の豊かな自然や観光，教育資源，ますます深刻になる地域課題も学習素材とし

て含めながら，地域の恵みに感謝し，他と関わり，夢や目標の達成のための道筋を見通して

変化に柔軟に対応し，自己実現する生徒の育成を目指したい。
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４ 目指す生徒像・教師像・学校像
（１）生徒像

① よく学ぶ，活力のある生徒

② 相手の立場や考えを尊重し，他者と協働する思いやりのある生徒

③ 高い志に向かって手立てを工夫し，学び続ける生徒

（２）教師像

① 生徒，保護者，地域，同僚を大切にするあたたかい教師

② 生徒に範を示し，信頼される教師

③ 専門職として学び続ける教師

（３）学校像

① 安心して学び，生活ができる学校

② 生徒，教師，地域が集い，ともに成長できる開かれた学校

③ ふるさと男鹿のよさを知り，将来のふるさとの応援団を育む学校

５ 経営の重点

（１）確かな学力の育成

①学びを通して楽しさを実感する授業の構築

・男鹿南中授業スタンダードの共通実践を通した授業改善

・学習の定着状況や関心・意欲等の実態を踏まえた授業づくり

・自ら学ぶ力を育てるための「自分ごと」としての学びの創造と充実

②情意面（見えない学力）を育てる工夫

・生徒のキャリア発達につながる授業実践

・生徒指導の三機能を生かした授業実践や諸活動の工夫

③基礎的・基本的な知識・技能の習得

・ベーシックタイムの有効活用とベーシックテストの実施

・生徒の学習に対する望ましい意識付け，動機付けを図る手立ての工夫

④将来と結びつけた目的意識をもった家庭学習習慣の確立

・家庭学習の習慣化と内容の充実につながる指導，支援の工夫

（２）豊かな人間性の育成

①道徳の時間，体験活動の充実を図る心に響く道徳教育の推進

・全職員で意識を共有しながら取り組む道徳教育

・道徳科の授業づくりにおける実践と資料の蓄積

・学校行事や学級活動，生徒会活動等を通した道徳性の涵養

②地域と連携した心を育てるふるさと教育の推進

・地域で学ぶ，地域から学ぶ，地域人材・教育資源の活用

・ボランティア活動等の体験活動の推進

・ＣＳ，ＰＴＡと連携した諸活動の推進

③生徒の主体性を尊重した生徒会活動等の充実

・生徒の自己教育力を育む生徒会活動や縦割りによる諸活動の工夫
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（３）生徒指導の充実

①自己有用感，自尊感情を醸成する意図的・計画的実践

・一人一人の生徒が活躍する場や他者から認められる場の意図的設定

②生徒指導の機能を生かした自己指導能力の育成

・生徒指導の三つの機能を生かした教育活動の推進

③家庭や地域，関係機関との連携・協働の推進

・生徒の望ましい生活習慣の確立につながる家庭との連携

・生徒の健康課題等の改善につながる関係機関と連携した取組

（４）教職員の専門性の向上

①全教職員による共通実践事項を意識した授業改善

・全教職員による研究推進の方向性と内容の共通理解

・共通実践事項「男鹿南中授業スタンダード」を意識した授業実践

②小学校や関係機関等と連携した研修の充実

・生徒の成長や諸問題の解決につながる関係機関と連携した研修の充実

③ＩＣＴ機器の効果的活用等を見据えた校内研修の充実

・ＩＣＴを効果的に活用した実践例や授業改善等

・生徒に習得させたいＩＣＴ機器の基本的操作，教師の操作スキルの向上等

６ 学校教育を支える土台として

（１）コミュニティ・スクールの取組を踏まえた学校経営

男鹿市では，平成２８年度から市内全小・中学校でコミュニティ・スクール（ＣＳ）を採

用し，地域と一体化したＣＳの推進により，学校の活性化を図ろうとしてきた。本校におけ

るこれまでのＣＳの取組を踏まえながら，ＣＳを通して学校をひらき，生徒が地域と関わる

窓口として活用し，生徒の社会的自立を図るための資質・能力の向上に結び付けるともに，

教育目標の具現化につなげていきたい。

（２）一人一人のニーズに応えるユニバーサルデザインの生きる学校

特別な支援を要する生徒も，必要としない生徒も互いに尊重されるべき個としてともに生

きる。その基本になるのは｢相手意識｣であり，それは様々なことがらを｢自分ごと｣としてと

らえる感性であり想像力であり生き方である。

一人一人がかけがえのない存在である学校において，誰にでも優しい，心地よく生活でき

る環境を整えることは特別のことではない。当たり前に学びやすい，安心して活動できる場

の創造のために基本となる考え方として，ユニバーサルデザインの考え方や手法を学び，教

育実践に生かしていきたい。

（３）地域に根ざした南中キャリア教育

地域の人材や教育資源の活用等，地域に根ざした学習活動を通して，郷土愛を育むととも

に，将来の生き方・在り方に向かうキャリア教育の充実を図りたい。また，学習活動におい

ては，ねらいや目的を明確にし，発達段階に応じた多様な体験活動となるよう工夫していき

たい。ＮＳ－ＮＥＴ発表会は，「自分ごと」として研究した成果を他者へ発表する絶好の機

会と捉え，指導と支援に努めたい。


